
15 14金山町議会だより  第１０６号 金山町議会だより  第１０６号

全
国
初
の
議
会
基
本

条
例
の
制
定

　栗
山
町
は
、
人
口
１
万

２
４
５
７
人
、
議
員
数
１２

名
で
全
国
に
先
駆
け
て
議

会
改
革
・
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
議
会
基
本

条
例
を
平
成
１８
年
５
月
に

制
定
し
、
議
会
改
革
推
進

会
議
の
設
置
、
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
を
盛
り
込

む
な
ど
、
こ
れ
ま
で
７
回

に
わ
た
る
改
正
を
行
い
、

透
明
性
の
確
保
や
議
会
モ

ニ
タ
ー
、
議
会
サ
ポ
ー
タ

ー
を
導
入
し
て
い
る
。
ま

た
、
議
会
基
本
条
例
の
特

徴
と
し
て
、
議
員
の
質
問

に
対
す
る
町
長
や
職
員
の

反
問
権
を
付
与
、
正
副
議

長
志
願
者
の
所
信
表
明
の

実
施
し
て
い
る
。
現
在
、

政
務
活
動
費
の
使
途
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
が
、
議

員
の
政
治
倫
理
を
明
確
に

示
し
、
透
明
性
を
確
保
し
、

議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
る
結
果
、
平
成
２６
年
９

月
に
政
務
活
動
費
の
年
額

を
９
万
６
千
円
か
ら
２４
万

円
に
大
幅
な
引
き
上
げ
を

お
こ
な
っ
た
。

北
海
道
新
聞
が
取
材

　当
日
は
、
北
海
道
新
聞

社
栗
山
支
局
長
が
、
当
町

の
視
察
の
様
子
を
取
材
に

訪
れ
た
。
視
察
終
了
後
、

柴
田
議
長
が
視
察
の
目
的
、

成
果
な
ど
コ
メ
ン
ト
を
求

め
ら
れ
写
真
入
り
で
７
月

１３
日
の
北
海
道
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
議

会
運
営
、
議
会
だ
よ
り
の

作
成
に
つ
い
て
も
学
ぶ
点

が
多
く
、
栗
山
町
議
会
議

員
と
活
発
な
意
見
交
換
を

お
こ
な
っ
た
。
今
後
、
金

山
町
で
導
入
す
べ
き
事
項

の
検
討
を
行
い
、
町
民
か

ら
活
動
が
見
え
る
存
在
感

の
あ
る
議
会
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

マ
ッ
サ
ン
ゆ
か
り
の
地

　余
市
町
は
、
人
口
１
万

９
８
０
４
人
、
議
員
数
は

１８
名
で
札
幌
市
か
ら
１
時

間
３０
分
程
度
に
位
置
し
て

い
る
。
平
成
２６
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
ド
ラ
マ
「
マ
ッ
サ
ン
」

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
全
国

に
名
を
広
め
、
新
た
な
観

光
振
興
と
地
域
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
気
候

は
北
海
道
で
も
温
暖
な
地

方
で
、
恵
ま
れ
た
気
象
条

件
か
ら
り
ん
ご
、
な
し
、

ぶ
ど
う
を
は
じ
め
果
樹
を

主
体
と
し
た
農
業
地
帯
と

な
っ
て
い
る
。
北
海
道
で

は
じ
め
て
の
ワ
イ
ン
特
区

「
北
の
フ
ル
ー
ツ
王
国
よ

い
ち
ワ
イ
ン
特
区
」
の
認

定
を
受
け
、
ぶ
ど
う
を
は

じ
め
と
し
た
６
次
化
産
業

が
拡
大
し
て
い
る
。

　町
内
は
、
中
心
部
の
ニ

ッ
カ
余
市
蒸
留
所
、
ニ
シ

ン
漁
の
栄
華
が
し
の
ば
れ

る
旧
余
市
福
原
漁
場
な
ど

史
跡
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
も

多
く
、
余
市
湾
か
ら
水
揚

げ
さ
れ
る
水
産
物
も
豊
富

で
、
お
土
産
品
も
多
く
あ

り
、
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い

た
。

ワ
イ
ン
特
区
で
６
次
化

　研
修
で
は
、
ワ
イ
ン
産

業
の
振
興
と
「
ワ
イ
ン
特

区
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
、
振
興
策
と
し
て
、
新

た
に
隣
の
仁
木
町
と
連
携

し
、
国
か
ら
の
交
付
金
を

活
用
し
た
、
ブ
ラ
ン
ド
発

信
力
の
強
化
、
栽
培
・
醸

造
環
境
強
化
、
人
づ
く
り

を
重
点
と
し
た
ワ
イ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

地
元
の
資
源
を
活
か
し
た

６
次
化
産
業
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
現
地
を
視

察
し
、
地
域
の
活
性
化
、

観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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　当
町
議
会
の
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
と
議
会
基

本
条
例
制
定
の
経
過
や
、
街
並
み
づ
く
り
百
年
運
動

に
つ
い
て
視
察
す
る
た
め
、
岩
手
県
山
田
町
議
会
の

皆
様
が
来
町
し
た
。
役
場
町
民
ホ
ー
ル
で
の
研
修
に

は
、
当
町
議
会
議
員
も
出
席
し
、
柴
田
清
正
議
長
、

昆
暉
雄
山
田
町
議
会
議
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
議
会
活

性
化
の
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
を
お
こ
な

っ
た
。

　ま
た
、
街
並
み
を
散
策
し
な
が
ら
街
並
み
づ
く
り

百
年
運
動
に
つ
い
て
、
趣
旨
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と

経
済
波
及
効
果
な
ど
を
視
察
さ
れ
た
。
山
田
町
で
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
の
復
興
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
金
山
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し
、
そ
れ
を
推

進
す
る
た
め
議
会
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
田
町
の
早
期
の
復
興

と
発
展
を
祈
念
し
た
い
。

　消
防
団
本
部
付
分
団
長
以

上
の
主
要
幹
部
と
議
員
の
語

る
会
を
開
催
し
た
。
柴
田
清

正
議
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
柿

崎
久
芳
団
長
か
ら
消
防
団
と

し
て
抱
え
る
課
題
と
活
動
報

告
を
受
け
て
意
見
交
換
を
行

っ
た
。
全
国
的
な
課
題
で
あ

る
消
防
団
員
の
確
保
や
、
県

か
ら
女
性
消
防
団
員
の
採
用

を
要
請
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
団
員
の
活
動
服
の
更

新
な
ど
幹
部
か
ら
の
意
見
に

つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
も

検
討
し
、
行
政
に
確
認
し
な

が
ら
町
の
安
全
・
安
心
の
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

岩
手
県
山
田
町
議
会
視
察
来
町

岩
手
県
山
田
町
議
会
視
察
来
町

安
全
・
安
心
の
確
保
を

消
防
団
主
要
幹
部
と

語
る
会
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こ
ん

て
る

お

議
会
活
性
化
報
告

特
別
委
員
会
北
海
道
研
修

栗
山
町

　
　６
月
２８
日（
火
）

　
　 

議
会
運
営
、
活
性
化
の
取
り
組
み

余
市
町

　
　６
月
２９
日（
水
）

　
　
　
　
６
次
産
業
化
と
ワ
イ
ン
特
区 勢旗前北海道町村議長会事務局長との懇談

栗山町議会の皆さんと

北海道新聞からの取材

余市町６次産業化

柴田議長歓迎のあいさつ

山田町議会議員

柴田議長歓迎のあいさつ

山田町議会議員

消防団主要幹部の皆さんと

　議
会
報
告
会
を
全
国
で
２
番
目
に
実
施
し
、
議
会
改

革
・
活
性
化
の
先
進
的
活
動
を
し
て
い
る
北
海
道
栗
山

町
、
ワ
イ
ン
特
区
な
ど
６
次
産
業
化
に
取
り
組
み
マ
ッ

サ
ン
の
町
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
北
海
道
余
市

町
を
視
察
し
た
。
ま
た
、
当
町
の
議
会
基
本
条
例
制
定

に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
北
海
道
町
村
議
長
会
前
事
務
局

長

　勢
籏
了
三
氏
と
意
見
交
換
を
行
い
、
議
会
活
性
化

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

は
た

せ


